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Abstract

It has been suggested that Japanese mothers frequently use baby-talk words for their children,

and that the speech of Japanese mothers directed at their children during book-reading is more af-

fection oriented and less information oriented in comparison to North American mothers. However,

the reasons for these have not been clarified. Therefore, the relationships between maternal use of

baby talk words and picture-book reading practices with their socialization goals, and beliefs regard-

ing caregivers’ speech and picture-book reading was investigated.

Japanese mothers（n＝６２）of toddlers（age range：１７－２２－months；８７．８％ １８－１９－months old）

responded to questionnaires about use of baby talk words, picture-book reading practices, beliefs

about caregivers’ speech to toddlers, beliefs about benefits of picture-book reading to toddlers, and

maternal socialization goals for when their children would be５－years old.

Factor analyses indicated the following factor structure: Autonomous-Relational Goal factor and

Achievement Goal factor related to maternal socialization goals, Empathy Orientation factor related

to beliefs about caregivers’ speech, Affectionate Function factor and Practical Function factor related

to beliefs about benefits of picture-book reading, andDialogic Reading factor and Acceptance-Oriented

Reading factor related to book-reading practices. The descriptive analysis showed that Japanesemoth-

ers closely agreed with questionnaires that were highly loaded with autonomous-relational goals,

empathy orientation of beliefs regarding caregivers’ speech, and affectionate function of benefits of

picture-book reading. Path analysis indicated that maternal autonomous-relational goals concerning

socialization were significantly related to empathy orientation of beliefs regarding caregivers’ speech.

The path analysis also showed empathy orientation of beliefs regarding caregivers’ speech was sig-

nificantly related to use of baby-talk words, and acceptance-oriented reading and dialogic reading.
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問 題

養育者が乳幼児に向けて話すことばは，成

人に向けて話すことばとその特徴が異なるこ

とから，対乳幼児音声（Infant Directed

Speech: IDS, Child Directed Speech: CDS）と

呼ばれて研究されてきた。IDS/CDSは，韻律

的特徴，統語的特徴，談話的特徴，意味的特

徴，語彙的特徴など，様々な次元で成人に向

けて話すことばと異なる特徴を持つ（Gar-

ton，１９９２；Pine，１９９４）。

日本の養育者が子どもに向けて話すことば

も，このような IDS/CDSの特徴を有している

が，日本の養育者において特徴的なことは，

子どもに対して特別な語を使用することが顕

著であるということである。子どもに対して

特別によく使われる語は育児語と呼ばれてい

る（村田，１９６０）。育児語は，擬音語擬態語の

使用，音韻の反復，語の般用傾向，接尾辞「さ

ん」・「ちゃん」・「くん」を付加する傾向，接

頭辞「お」を付加する傾向，音の転用や省略

などがその特徴として挙げられる（早

川，１９８１；村 田，１９６０；村 瀬・小 椋・山

下，２００７；Toda，Fogel，& Kawai，１９９０；友

定，２００５）。米国の養育者と比較した研究で

は，０歳代から１歳代にかけて，日本の養育者

の方がこれらの特徴を持つ語を用いる傾向が

強いことがわかっている（Fernald &

Morikawa，１９９３；小林，１９８６；Toda, et al.,

１９９０）。

それでは，日本の養育者は，なぜ，子ども

に対して育児語を用いるのだろうか。文化と

は，シンボリックなレベルでの人々の信念と，

相互作用のパターンが統合されたものである

と考えられている（Shweder et al.,１９９８）。こ

の考えに基づくと，養育者がなぜ育児語を使

用するのかということを実証的に明らかにす

る方法の一つは，養育者の育児語使用傾向と

養育者の信念の関係を調べることであると考

えられる。

これまで，中国の養育者とアメリカの養育

者の間で，ことばかけに関する信念とことば

か け 行 動 の 比 較 研 究（Johnston &

Wong，２００２）がなされているが，日本の養育

者が育児語を使用する動機を検討するために

は，日本の養育者が持つことばかけについて

の信念を取り上げる必要がある。日本の養育

者は，子どもに対することばかけについて，

優しく，まねしやすく話しかけることを重視

しているという報告があるが（Fernald &

Morikawa，１９９３），日本の養育者が持つことば

かけについての信念に関する実証的な研究は

なされていない。

そこで，本研究は，日本の養育者が持つ子

どもに対することばかけについての信念を測

定する質問項目を開発し，それと育児語使用

傾向との関係を検討することを第１の目的と

する。

ところで，信念は，最も一般的な世界観か

ら特定の行動をどのようにするべきかといっ

た実践的な信念まで，階層構造を持ったシス

テムとして組織化されているものであると考

These results demonstrate that Japanese mothers are oriented to have affectionate-empathetic re-

lationships with their children. Their autonomous-relational goal of socialization leads to their em-

pathy orientation in their belief about caregivers’ speech, which in turn leads to use of baby-talk

words, and dialogic and acceptance-oriented picture-book reading practices.
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えられている（Sigel & McGillicuddy-DeLisi，

２００２）。子どもに対することばかけに関連する

養育者の信念についても，養育者が子どもに

対してどのような子どもに育ってほしいと考

えているかという社会化の目標といったよう

な，養育者のより一般的な子ども観と関連付

けて検討することが必要であろう。本論では，

養育者が持つ子どもに対する社会化の目標が，

ことばかけに関する養育者の信念とどのよう

に関連し，それらが養育者における育児語の

使用傾向とどのように関連するのかについて

明らかにすることとする。

また，本論では，育児語の使用以外の養育

者の言語行動として絵本の読み聞かせ方を取

り上げ，養育者における絵本の読み聞かせ方

と養育者の信念の関係を明らかにする。

絵本の読み聞かせ方については，日本の母

親は米国の母親よりも模倣と間主観性の確認

に基づく共感的読み聞かせ方を行う傾向があ

り，米国の母親は日本の母親よりも質問と

フィードバックに基づく対話的読み聞かせ方

を行う傾向がある（Murase, Dale, Ogura,

Yamashita, &Mahieu，２００５）。また，日本の公

共図書館で発行されている養育者向けのパン

フレットには，米国の公共図書館で発行され

ているものよりも親子の情愛を育むような読

み聞かせを推奨する傾向があり，米国の公共

図書館のパンフレットには，日本のパンフレッ

トよりも情報志向的な読み聞かせ方を推奨す

る傾向がある（村瀬，２００４）。

絵本の読み聞かせについての信念に関して

は，秋田・無藤（１９９６）が，幼児を持つ母親

を対象に，絵本の読み聞かせが持つ意義に関

する信念ついて調べている。その結果，幼児

を持つ日本の母親は，絵本の読み聞かせに対

して，空想したり親子のふれあいをするとい

う意義，文字を覚え，文章を読む力や生活に

必要な知識を身につけるという意義を認めて

いることを明らかにした。そして，空想した

り親子のふれあいをするという意義を重視し

ている母親が多かった。それでは，育児語が

頻繁に使用される２歳代頃までの子どもに対

する絵本の読み聞かせ方に関して，日本の養

育者はどのような信念を持っているのだろう

か。この点についてはまだ明らかにされてい

ない。

そこで，本論では，日本の養育者における

絵本の読み聞かせ方と，養育者が持つ絵本の

読み聞かせに関する信念，ことばかけに関す

る信念，社会化の目標との関連性を明らかに

することを第２の目的とする。

方 法

調査対象者

１歳半健診を受診した子どもの保護者を対象

とした。調査用紙配布日の全受診者数は１８０

名であり，うち１４９名に調査用紙を配布し，

回答を依頼した。回答者は７６名であった（配

布者の５１．０％，受診者の４２．２％）。回答記入者

の内訳は，母親７３名，父親２名，祖母１名で

あった。母親が回答記入者であり，かつ，記

入漏れのない６２名（配布者の４１．６％，受診者

の３４．４％）を分析対象者とした。

全受診者は，受診時月齢が１歳５ヶ月１０日～

１歳１０ヶ月２日であり，その内８７．８％が１歳

６ヶ月３日～１歳７ヶ月９日であり，９７．８％が

１歳６ヶ月３日～１歳８ヶ月９日であった。

分析対象となった母親の子どもの性別は女児

３２名，男児３０名であった。また，昼間の育児

形態は，家庭にいる子が４３名，保育園に通っ

ている子が１６名，その他３名であった。また，

第１子が３２名，第２子が１８名，第３子が１２

名であった。
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質問項目

子どもに対する育児語の使用 育児語を使

う程度に多様性があるように調査語を決定し

た。対象名１０項目，動作名５項目について，

ふだん子どもに話しかけるときに，もっとも

よく使うことば１つを挙げてもらった。対象

名１０項目は，犬，牛，象，魚，りんご，うど

ん，自動車，靴，目，時計である。動作名５

項目は，（手を）あらう，（よごれた机を）拭

く，（紙くずを）捨てる，（ボールを）投げる，

泣くである。記入にあたっては，以下の例の

ように選択肢を挙げ，１つに○をつけるように

求めた。あてはまるものがない場合は，その

他の欄に具体的に記入を求めた。

例 犬 「いぬ」 「わんわん」

「いぬさん」 「わんちゃん」

その他（ ）

子どもへのことばかけについての信念 こ

とばかけに関する信念については，日本の養

育者に関してこれを調べた研究が見当たらな

いことから，同じ東アジアの中国の養育者と

アメリカの養育者のことばかけについての信

念 を 比 較 し た 研 究（Johnston, &

Wong，２００２），日本の養育者は，子どもに対

することばかけについて，優しく，まねしや

すく話しかけることを重視しているという考

察（Fernald & Morikawa，１９９３）を参考に，

質問項目を作成した。

１歳半の子どもに，身の回りのことについて

話しをするとき，どのように話しかけたいと

思っているかに関する７項目について，７件法

（非常にそう思う～まったくそう思わない）で

回答を求めた。７項目は，１）．やさしく話しか

けるのがよいと思う，２）．大人とあまり区別

せずに同じように話しかけるのがよいと思

う，３）．「りんご」・「ボール」などの物の名前

を覚えるよりも，「ありがとう」・「おはよう」

などのあいさつをおぼえることの方がだいじ

だと思う，４）．特別に教えなくても，まわり

の人のことばを聞いていると，子どもは自然

とことばをおぼえていくと思う，５）．まわり

のものに親しみがもてるように話しかけるの

がよいと思う，６）．身ぶりをつけてことばを

話しかけた方がよいと思う，７）．子どもがこ

とばを２０個ほどおぼえたら，「これなに？」

などの質問をして，ことばをひきだすように

するのがよいと思う，というものであった。

社会化の目標 日本とアメリカの養育者を

対象に発達期待を調べた研究（東・柏木・

Hess，１９８１；Tobin, Wu, &Davidson，１９８９），

および，日本の母親を対象に社会化の目標を

調べた研究（今泉・財前・末広，１９７５）を参

考に，５歳頃にどのような子どもに育っていて

ほしいと考えているかに関する１３項目につい

て，７件法（非常にそう思う～まったくそう思

わない）で回答を求めた。５歳頃という時期を

設定したのは，日米間で社会化の目標を調べ

た研究（東ら，１９８１；Tobin, et al. ,１９８９）が

この年齢時期を問題としていたこと，養育者

にとって比較的近い未来の方が，現実的な社

会化の目標が調べやすいと考えたからである。

１３項目は，１）．思いやりのある子どもになっ

てほしい，２）．すなおな子どもになってほし

い，３）．自分の考えをちゃんと言える子ども

になってほしい，４）．リーダーシップをとれ

る子どもになってほしい，５）．がまん強い子

どもになってほしい，６）．読み書きのよくで

きる子どもになってほしい，７）．他の子ども

とよく遊ぶ子どもになってほしい，８）．よく

努力する子どもになってほしい，９）．外で遊

ぶのが好きな子どもになってほしい，１０）．食

事や排泄などの生活習慣が身についた子ども

絵本の読み聞かせ方および育児語の使用と信念との関連性
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になってほしい，１１）．あいさつのできる子ど

もになってほしい，１２）．独創性のある子ども

になってほしい，１３）．自分（本人）のことを

価値のある存在だと感じている子どもになっ

てほしい，というものであった。

絵本の読み聞かせに関する基本情報 平均

してどの程度の時間読み聞かせをしているか

（１ヶ月あたり，または１週間あたり，または

１日あたり），および，家庭に保有する１歳半

の子が見る絵本の冊数を尋ねた。

絵本の読み聞かせ方 子どもと一緒に絵本

を見るとき，養育者はどのようにしているか

を問う１０項目について，６件法（よくそうし

ている～まったくそうしていない）で回答を

求めた。村瀬（２００４）で，日本とアメリカの

それぞれの文書で多く取り上げられている読

み聞かせ方を質問項目とした。１０項目は，１）．

ゆっくりと読むようにしている，２）．声の調

子をいろいろ変えて読むようにしている，３）．

絵本に描かれている物の名前を，子どもに言

うようにしている，４）．子どもが，指さした

り，ページをめくったり，声を出したりなど，

できることはできるだけさせるようにしてい

る，５）．子どもが指さしたり，声を出したり

した時は，できるだけそれに答えている，６）．

子どもが読んでほしいと言う時は，できるだ

けなんどでもくり返し読むようにしてい

る，７）．絵本を読むことで子どもと楽しい時

間がすごせるようにしている，８）．絵本に描

かれている動作などを自分が実演して見せて

いる，９）．「これなに？」など，絵本に描かれ

ていることについて，子どもに聞くようにし

ている，１０）．自分からはあまりはたらきかけ

ず，子どものすることを見守るようにしてい

る，というものであった。

絵本の読み聞かせに関する信念 １歳半ぐら

いの子どもと一緒に養育者が絵本を見ること

には，どのようなよいことがあると思うかに

ついて問う７項目について，７件法（非常にそ

う思う～まったくそう思わない）で回答を求

めた。質問項目は村瀬（２００４），および，幼児

を持つ日本の母親に対して読み聞かせの意義

についての信念を調査した結果（秋田・無

藤，１９９６）を参考に作成した。質問項目

は，１）．ことばをふやすことができる，２）．

親子でふれあいの時間が持てる，３）．想像力

が豊かになる，４）．文字をおぼえる準備をす

ることができる，５）．静かにしていてくれ

る，６）．日常生活で重要なことを教えること

ができる，７）．子どもの気持ちが落ち着いた

り，楽しい気持ちになったりする，というも

のであった。

手続き

１歳６ヶ月児健診の待合時間に保護者に対し

て調査の依頼をした。調査の目的を説明し，

回答は自由意志によるものであり，無記名で

よいことを説明した。健診の終了時に保健師

より調査用紙を配布し，２週間以内に質問紙を

調査者まで返送してもらうよう依頼した。

結 果

育児語の使用

対象名１０項目，動作名５項目に関して，母

親が子どもにどのようなことばを使っている

かを，擬音語擬態語，音韻の反復，接尾辞付

加，接頭辞付加に分類した。擬音語擬態語と

は，鳴き声やその対象がたてる音や様態を表

したもので，犬のことを「わんわん」，牛のこ

とを「もー」，泣くことを「えんえん」と言う

などである。音韻の反復とは，擬音語擬態語

であれ成人語であれ，同じ音節を繰り返すも

のであり，目のことを「めめ」，手を洗うこと

を「きれいきれい」，牛のことを「もーもー」
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と言うなどである。接尾辞付加とは，成人語

や擬音語擬態語のうしろに「さん」や「ちゃ

ん」などの接尾辞をつけることで，象のこと

を「ぞうさん」，犬のことを「わんちゃん」と

言うなどである。接頭辞付加とは，成人語の

前に「お」という接頭辞をつけることで，魚

のことを「おさかな」，うどんのことを「おう

どん」と言うなどである。また，犬のことを

「いぬ」，牛のことを「うし」，手を洗うことを

「あらう」など，成人に対して使う語と同じ語

を使用している場合は，成人語と分類した。

Table１はそれぞれの対象，動作に対して，

それぞれのタイプのことばを使っている母親

の人数と全体に占めるパーセンテージである。

なお，目のことを「おめめ」という場合は音

韻反復にも接頭辞付加にもカウントするなど

ダブルコーディングをしているため，合計が

１００％を超えている項目がある。また，時計に

ついては，１名が話したことがないと答えた以

外は全員が成人語を使用しているとの答えで

あったので，Table１には挙げていない。

対象名（時計を除く９項目），動作名（５項

目）別に，擬音語擬態語，音韻反復，接尾辞

付加，接頭辞付加の使用傾向についての信頼

性を調べた。また，擬音語擬態語または音韻

反復を使用している傾向についても信頼性を

調べた。対象名については，α 係数が０．６５を

超えるものがなかった。動作名については，

擬音語擬態語または音韻反復が α 係数が比較

的高かった（５つの動詞項目すべてを尺度項目

として含めたとき α＝０．６９）。対象名につい

ての育児語で信頼性が低かったのは，同じ対

象について，擬音語擬態語または音韻反復に

よる育児語と，接尾辞または接頭辞付加によ

る育児語のどちらもがあり，対象者によって

反応が分かれてしまったこと，ほとんどすべ

ての対象者が育児語を使用している，ほとん

どすべての対象者が育児語の使用をしていな

いなど，育児語と成人語に反応が分散しなかっ

た項目が多かったことなど，項目選定の不備

が考えられる。そこで，以下の分析では，動

作名に関する擬音語擬態語または音韻反復に

よる育児語使用の傾向のみを分析することと

し，その尺度を構成する５項目のうち何項目

Table １．各項目に対するそれぞれの語のタイプを使用する母親の人数（％）

擬音語擬態語 音韻反復 成人語 接尾辞付加 接頭辞付加

犬 ６２（１００） ５９（９５） ０（ ０） ３（ ５） ０（ ０）

牛 ３９（６３） ３７（６０） ７（１１） ２２（３５） ０（ ０）

象 １（ ２） ０（ ０） ４（ ６） ５７（９２） ０（ ０）

魚 ０（ ０） ３６（５８） ２（ ３） ９（１５） ２３（３７）

りんご ０（ ０） ３（ ５） ５８（９４） １（ ２） ０（ ０）

うどん ２６（４２） ２８（４５） ２５（４０） １（ ２） ９（１５）

自動車 ５５（８９） ５５（８９） ７（１１） ０（ ０） ０（ ０）

靴 ０（ ０） ２９（４７） ３０（４８） ０（ ０） ２（ ３）

目 ０（ ０） ４９（７９） １３（２１） ０（ ０） ２５（４０）

洗う １３（２１） ４２（６８） ２０（３２）

拭く ０（ ０） ５６（９０） ６（１０）

捨てる ５５（８９） ３（ ５） ４（ ６）

投げる ５２（８４） ０（ ０） ８（１３）

泣く ４４（７１） ４４（７１） １７（２７）
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に育児語を使用しているかという値を使って

分析を進めていくこととする。

なお，動作名に関する擬音語擬態語または

音韻反復による育児語使用傾向について，子

どもの出生順位，子どもの性別，昼間の育児

形態（家庭か保育園か）による違いも検討し

たが，有意な違いは見られなかった。

ことばかけについての信念

ことばかけについての信念に関する質問に

対する回答を，非常にそう思うを７点，全く

そう思わないを１点として得点化した。各質

問に対する肯定度の記述統計を Table２に示

す。

これらの質問項目を主因子法で探索的に因

子分析した。質問が多義的である項目，共通

性が低い項目を除外して繰り返し分析した結

果，１因子構造となり，「やさしく話しかける

のがよい」，「まわりのものに親しみがもてる

ように話しかけるのがよい」の２項目がその

因子に高い負荷量を示した。この因子は，共

感的ことばかけ志向の因子と考えられる。こ

の２項目に対する肯定度が高いことが記述統

計に示されている（Table２）。この２項目の合

計得点を共感的ことばかけ志向得点（α＝

０．６２）として以下の分析に用いることとする。

共感的ことばかけ志向得点について，子ど

もの出生順位，性別，昼間の育児形態による

違いは見られなかった。

社会化の目標

社会化の目標についての質問に対する回答

を，非常にそう思うを７点，全くそう思わな

いを１点として得点化した。各質問に対する

肯定度の記述統計を Table３に示す。

これらの質問項目を主因子法で探索的に因

子分析し，共通性の低い項目を除外して分析

を繰り返した結果，解釈可能な２因子が抽出

された（固有値は３．１８，１．６７である）。プロ

マックス回転後の因子負荷量を Table４に示

す。

第Ⅰ因子はすなおな子，思いやりのある子，

自分の考えをちゃんと言える子，自分を価値

ある存在と感じている子，あいさつのできる

子，他の子どもと遊ぶ子に因子負荷量が高く，

自律性関係性重視社会化目標の因子，第Ⅱ因

子はリーダーシップのとれる子，読み書きの

よくできる子，がまん強い子に因子負荷量が

高く，達成重視社会化目標の因子と解釈され

た。全体として，第Ⅰ因子に負荷量の高い項

目に対する肯定度が高いことが記述統計に示

されている（Table３）。第Ⅰ因子に負荷量の高

い６項目（α＝０．７８），第Ⅱ因子に負荷量の高

い３項目（α＝０．６２）の合計得点を，それぞれ

自律性関係性重視社会化目標得点，達成重視

社会化目標得点として，以下の分析に用いる

Table ２．ことばかけについての信念各質問への肯定度記述統計

平均値 標準偏差

やさしく話しかけるのがよい ５．７９ ０．８５

まわりのものに親しみがもてるように話しかけるのがよい ５．７７ ０．６６

身ぶりをつけてことばを話しかけた方がよい ４．８７ １．２５

ことばを２０個ほど覚えたら質問をしてことばを引き出すのがよい ４．７７ １．３４

特別に教えなくても自然とことばをおぼえていく ４．７３ １．５０

物の名前を覚えるよりもあいさつを覚える方が大事だ ４．０６ １．２８

大人とあまり区別せず同じように話しかけるのがよい ３．６９ １．５２
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こととする。

自律性関係性重視社会化目標得点，達成重

視社会化目標得点のそれぞれについて，子ど

もの出生順位，性別，昼間の育児形態の違い

を検討したところ，達成重視社会化目標得点

は子どもの出生順位による違いがあり，第１

子に対しては第２子よりも達成重視社会化目

標得点が高かった（第１子の平均得点１４．９１，

第２子の平均得点１２．６１，第３子の平均得点

１４．８３，F（２，５９）＝４．６６，p＜．０５）。

育児語の使用と望ましい子ども像・

ことばかけについての信念との関係

動作名に対する擬音語擬態語または音韻反

復による育児語使用傾向と，共感的ことばか

け志向，自律性関係性重視社会化目標，達成

重視社会化目標との関連性を調べた。単純相

関の結果を Table５に示す。

社会化の目標がことばかけについての信念

に影響を及ぼし，社会化の目標とことばかけ

についての信念が育児語の使用傾向に影響を

及ぼすと仮定して，Amos５．０を用いてパス解

Table ３．社会化の目標に関する各質問への肯定度記述統計

平均値 標準偏差

あいさつのできる子 ６．４８ ０．５７

思いやりのある子 ６．３４ ０．７７

すなおな子 ６．２６ ０．７０

生活習慣が身についた子 ６．１３ ０．６１

他の子どもとよく遊ぶ子 ６．０６ ０．７２

自分の考えをちゃんと言える子 ６．００ ０．９４

外で遊ぶのが好きな子 ５．８９ ０．８５

自分のことを価値ある存在だと感じている子 ５．６６ ０．９４

よく努力する子 ５．５６ １．１５

独創性のある子 ５．０６ １．１５

がまん強い子 ５．０２ １．１５

読み書きのよくできる子 ４．９８ １．４４

リーダーシップを取れる子 ４．２３ １．１２

Table ４．社会化の目標因子分析結果（Promax 回転後因子負荷量）

Ⅰ Ⅱ

すなおな子 ０．８２ ０．０７

思いやりのある子 ０．８２ ０．１１

自分の考えをちゃんと言える子 ０．６２ ０．１０

自分のことを価値ある存在だと感じている子 ０．５６ －０．１４

あいさつのできる子 ０．５０ －０．０７

他の子どもとよく遊ぶ子 ０．４９ －０．１５

リーダーシップをとれる子 －０．２３ ０．７３

読み書きのよくできる子 ０．１２ ０．５５

がまん強い子 ０．００ ０．５５

因子間相関０．３０
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 .46*** .22+ 

***p < .001, + p < .10

(R2=.21) (R2=.05)

析を行ったところ，Figure１に示すモデルが

あてはまりがよかった（ χ２＝０．０３７，df ＝１，

p ＝．８４８， GFI ＝１．０００， AGFI ＝．９９８，

RMSEA＝．０００，AIC＝１０．０３７）。自律性関係性

重視の社会化目標から共感的ことばかけ志向

に有意な正のパスが示され，共感的ことばか

け志向から動作名の擬音語擬態語または音韻

反復による育児語使用傾向に対する正のパス

が有意水準に近いレベルであった。

読み聞かせをする時間・家庭に

保有する絵本の数

読み聞かせをする平均時間を Table６に示

す。約８２％が１週間に１５分～１日に２０分

（１週間に１４０分）未満読み聞かせをしていた。

家庭に保有する１歳半の子どもが見る絵本

の数の範囲は３～５０冊で，平均は１７．０冊であっ

た。

絵本の読み聞かせ方

絵本の読み聞かせ方に関する質問項目に無

回答であった調査対象者が１名いたので，こ

の分析はこの調査対象者を除く６１名のデータ

に基づいて行った。

絵本の読み聞かせ方についての質問に対す

る回答を，よくそうしているを６点，全くそ

うしていないを１点として得点化した。各質

問に対する肯定度の記述統計を Table７に示

す。

これらの質問項目を主因子法で探索的に因

子分析し，共通性の低い項目を除外して繰り

返し分析した結果，解釈可能な２因子が抽出

された（固有値は３．００，１．６３である）。プロ

マックス回転後の因子負荷量を Table８に示

す。第Ⅰ因子は「描かれていることについて

Table ５．育児語使用傾向と養育者の信念の関連性（相関係数）

動作名擬音語
擬態語音韻反復

共感的ことばかけ
志向

自律性関係性重視
社会化目標

共感的ことばかけ志向 ０．２２＋

自律性関係性重視社会化目標 ０．１２ ０．４６＊＊＊

達成重視社会化目標 ０．０５ ０．０２ ０．１８
＊＊＊p＜ ．００１，＋p＜ ．１０

Table ６．読み聞かせをする平均時間

平均読み聞かせ時間 人数

１週間あたり５分未満 ２

１週間あたり５分～１５分未満 ５

１週間あたり１５分～３０分 １１

１日あたり５分～１０分未満 １７

１日あたり１０分～１５分未満 １４

１日あたり１５分～２０分未満 ９

１日あたり２０分以上 ４

Figure １．社会化の目標，ことばかけについての信念，動作名についての育児語使用傾向の関連性
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子どもに聞くようにしている」，「描かれてい

るものの名前を子どもに言うようにしてい

る」，「声の調子を変えて読むようにしてい

る」，「描かれている動作などを自分が実演し

てみせる」に因子負荷量が高く，対話的読み

聞かせの因子，第Ⅱ因子は，「できるだけなん

どもくり返して読む」，「子どもと楽しい時間

が過ごせるようにする」，「できるだけ子ども

に答える」に因子負荷量が高く，受容的読み

聞かせの因子と解釈される。受容的読み聞か

せに高い負荷量を示す「できるだけなんども

くり返して読む」，「子どもと楽しい時間が過

ごせるようにする」，「できるだけ子どもに答

える」が，比較的高い肯定度を示している

（Table７）。第Ⅰ因子に負荷量の高い４項目

（α＝０．７６）の合計得点を対話的読み聞かせ得

点，第Ⅱ因子に負荷量の高い３項目（α＝０．７７）

の合計得点を受容的読み聞かせ得点として，

以下の分析に用いることとする。

対話的読み聞かせ得点，受容的読み聞かせ

得点それぞれについて，子どもの出生順位，

性別，昼間の育児形態による違いは見られな

かった。

絵本の読み聞かせについての信念

絵本の読み聞かせについての信念に関する

質問に対する回答を，非常にそう思うを７点，

全くそう思わないを１点として得点化した。

Table ７．読み聞かせ方各質問への肯定度記述統計

平均値 標準偏差

子どもが指さしたり，声を出したりした時は，できるだけそれに答えている ５．８０ ０．４８

子どもが，指さしたり，ページをめくったり，声を出したりなど，できることは
できるだけさせるようにしている ５．６２ ０．６９

絵本を読むことで子どもと楽しい時間がすごせるようにしている ５．２５ ０．８１

子どもが読んでほしいと言う時は，できるだけなんどでもくり返し読むようにしている ５．２１ １．００

声の調子をいろいろ変えて読むようにしている ５．０７ １．０６

ゆっくりと読むようにしている ５．０５ １．０４

絵本に描かれている物の名前を，子どもに言うようにしている ５．００ １．２０

自分からはあまりはたらきかけず，子どものすることを見守るようにしている ４．５１ ０．９６

「これなに？」など，絵本に描かれていることについて，子どもに聞くようにしている ４．３９ １．１９

絵本に描かれている動作などを自分が実演して見せている ３．７４ １．２８

Table ８．読み聞かせ方に関する因子分析結果（プロマックス回転後因子負荷量）

Ⅰ Ⅱ

「これなに？」など，絵本に描かれていることについて，子どもに聞くようにし
ている ０．８４ －０．２５

絵本に描かれている物の名前を，子どもに言うようにしている ０．６８ ０．０９

声の調子をいろいろ変えて読むようにしている ０．６０ ０．０７

絵本に描かれている動作などを自分が実演して見せている ０．５３ ０．２０

子どもが読んでほしいと言う時は，できるだけなんどでもくり返し読むように
している －０．１５ ０．９３

絵本を読むことで子どもと楽しい時間がすごせるようにしている ０．０６ ０．７８

子どもが指さしたり，声を出したりした時は，できるだけそれに答えている ０．３４ ０．５０

因子間相関０．２９

絵本の読み聞かせ方および育児語の使用と信念との関連性
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各質問に対する肯定度の記述統計を Table９に

示す。

これらの質問項目を主因子法で探索的に因

子分析した。共通性の低い項目を除外して繰

り返し分析した結果，解釈可能な２因子が抽

出された（固有値は２．７６，１．２１である）。プロ

マックス回転後の因子負荷量を Table１０に示

す。第Ⅰ因子は，「想像力が豊かになる」，「親

子でふれあいの時間が持てる」に高い因子負

荷量を示し，情緒的機能重視の因子と，第Ⅱ

因子は，「静かにしていてくれる」，「文字を覚

える準備ができる」，「ことばをふやすことが

できる」，「日常生活で重要なことを教えるこ

とができる」に高い因子負荷量を示し，実用

的機能重視の因子と解釈される。情緒的機能

重視の因子に負荷量の高い「親子でふれあい

の時間が持てる」，「想像力が豊かになる」に

対する肯定の度合いが相対的に高いことが記

述統計の結果からわかる（Table９）。第Ⅰ因子

に高い負荷量を示した２項目は信頼性が低い

が（α＝０．５７），その合計得点を読み聞かせの

情緒的機能重視得点，第Ⅱ因子に高い負荷量

を示した４項目（α＝０．７２）の合計得点を読み

聞かせの実用的機能重視得点として，以下の

分析に用いることとする。

情緒的機能重視得点，実用的機能重視得点

それぞれについて，子どもの出生順位，性別，

昼間の育児形態による違いは見られなかった。

育児語の使用傾向と絵本の読み聞かせ方

絵本の読み聞かせ方に関する質問項目に無

回答であった１名を除く６１名のデータに基づ

いて分析を行った。

動作名についての擬音語擬態語または音韻

反復を用いての育児語の使用傾向と，絵本の

読み聞かせ方における対話的読み聞かせと受

容的読み聞かせの関係を，単純相関を求めて

検討したところ，動作名についての育児語の

Table ９．読み聞かせに関する信念各質問への肯定度記述統計

平均値 標準偏差

親子でふれあいの時間が持てる ６．３９ ０．５５

想像力が豊かになる ５．９８ ０．９０

ことばをふやすことができる ５．７６ ０．９２

気持ちが落ち着いたり楽しい気持ちになったりする ５．７４ ０．９９

文字を覚える準備ができる ５．２１ １．２０

日常生活で重要なことを教えることができる ４．７３ １．１６

静かにしていてくれる ３．３２ １．２３

Table １０．読み聞かせに関する信念因子分析結果（プロマックス回転後因子負荷量）

Ⅰ Ⅱ

想像力が豊かになる ０．９７ －０．０９

親子でふれあいの時間が持てる ０．５４ －０．１２

静かにしていてくれる －０．３７ ０．６９

文字を覚える準備ができる ０．１０ ０．６８

ことばをふやすことができる ０．３５ ０．６０

日常生活で重要なことを教えることができる ０．１５ ０．５０

因子間相関０．５９

村 瀬 俊 樹
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使用傾向と受容的読み聞かせとの間には有意

な正の相関が見られたが，対話的読み聞かせ

との間には有意な相関は見られなかった（Ta-

ble１１）。

Table１１．動作名での育児語の使用傾向と絵本
の読み聞かせ方の相関係数

動作名擬音語
擬態語・音韻反復

対話的読み聞かせ ０．０７

受容的読み聞かせ ０．３０ ＊

＊p＜．０５

絵本の読み聞かせ方と社会化の目標・ことば

かけについての信念・絵本の読み聞かせにつ

いての信念との関係

社会化目標，ことばかけについての信念，

絵本の読み聞かせについての信念，絵本の読

み聞かせ方のそれぞれの得点間の単純相関を

調べた結果，自律性関係性重視社会化目標得

点は，読み聞かせについての信念における情

緒的機能重視得点と正の相関を示した。達成

重視社会化目標得点は，読み聞かせについて

の信念における実用的機能重視得点と正の相

関を示した。自律性関係性重視社会化目標得

点は，対話的読み聞かせとも正の相関を示し

た。また，ことばかけについての信念におけ

る共感的ことばかけ志向得点は，読み聞かせ

についての信念における情緒的機能重視得点

にも実用的機能重視得点にも正の相関を示し

た。共感的ことばかけ志向得点は，絵本の読

み聞かせ方における対話的読み聞かせにも受

容的読み聞かせにも正の相関を示した（Table

１２）。

社会化の目標がことばかけについての信念，

および，絵本の読み聞かせについての信念に

影響を及ぼし，社会化の目標・ことばかけに

ついての信念・絵本の読み聞かせについての

信念が，絵本の読み聞かせ方に影響を及ぼす

と仮定してモデルを立て，Amos５．０を用いて

共分散構造分析を行った。この分析も６１名の

データに基づいて行った。有意な関連性が見

られない部分を除外して，あてはまりのよい

モデルを得た（ χ２＝３．９４８，df＝５，p＝．５５７，

GFI＝０．９７９，AGFI＝．９１１，RMSEA＝．０００，

AIC＝３５．９４８）。自律性関係性重視の社会化目

標が共感的ことばかけ志向に有意な正のパス

を示し，達成重視の社会化目標が読み聞かせ

の実用的機能重視に有意な正のパスを示して

いた。共感的ことばかけ志向は受容的読み聞

かせに有意な正のパスを示し，対話的読み聞

かせへも正のパスが有意水準に近いレベルで

見られた。また，読み聞かせの実用的機能重

視が受容的読み聞かせに有意な負のパスを示

していた（Figure２）。

Table １２．社会化目標，ことばかけについての信念，読み聞かせについての信念，読み聞かせ方の
間の相関係数

自律性関係性
重視社会化
目標

達成重視
社会化
目標

共感的
ことばかけ
志向

読み聞かせ
情緒的機能
重視信念

読み聞かせ
実用的機能
重視信念

読み聞かせ情緒的機能重視信念 ０．４９＊＊＊ －０．１４ ０．４１＊＊＊

読み聞かせ実用的機能重視信念 ０．１７ ０．２６＊ ０．３６＊＊

対話的読み聞かせ ０．３２＊ ０．１２ ０．３５＊＊ ０．１９ ０．１３

受容的読み聞かせ ０．０３ ０．０４ ０．３９＊＊ ０．０５ －０．２０
＊＊＊p＜．００１， ＊＊p＜．０１， ＊p＜．０５

絵本の読み聞かせ方および育児語の使用と信念との関連性
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R2=.08

R2=.18

.43***

.28*

.36**

.25+

.61***

***p < .001, **p < .01, *p < .05, +p < .10

R2=.32

.24+

.40***

.17

R2=.15

.20

.18

考 察

育児語の使用と母親の信念

本研究の結果，動作名について擬音語擬態

語または音韻反復の育児語を使用する傾向に

対して，共感的ことばかけ志向から正のパス

が見られる傾向があった。Ferguson（１９７７）

は，育児語のひとつの形態である接辞の付加

に関して，養育者が情緒的要素を付加すると

いう表出的・同一化の過程によって生じてい

ると考えている。子どもに対して優しく話し

かける，まわりのものに親しみがもてるよう

に話しかけるという共感的ことばかけ志向は，

この表出的・同一化過程に対応すると考えら

れる。本研究は，接辞の付加に関しては，信

頼性の高い尺度が構成できなかったために共

感的ことばかけ志向との関連性を検討するこ

とができなかったが，擬音語擬態語または音

韻反復という育児語の形態について，日本の

母親においては，表出的・同一化の過程が関

与していると考えられる。

本研究では，動作名についての擬音語擬態

語または音韻反復以外の育児語は，信頼性の

高い尺度を得ることができなかった。このよ

うな結果になったのは，複数のタイプの育児

語に育児語の使用が分かれることや，本研究

で取り上げた項目では，育児語を使用するか

どうかの分散がほとんど見られなかった項目

が多く含まれていたためであると考えられる。

また，ことばかけについての信念に関しても，

質問に多義的なものが含まれ，尺度として構

成できたものは共感的ことばかけ志向のみで

あった。これらの点を改良して，育児語とこ

とばかけについての信念の関係を検討しなお

すことが必要であろう。

社会化の目標に関しては，自律性関係性重

視の社会化目標の因子が抽出されたが，これ

は文化心理学で言われる相互協調的自己と相

互独立的自己の特徴（Markus & Kita-

yama，１９９１）を双方とも併せ持つものであ

Figure ２．社会化の目標，読み聞かせについての信念，ことばかけについての信念，読み聞かせ方
の関連性

村 瀬 俊 樹
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る。従来，日本人は北米の人と比較して，相

互協調的自己の特徴が強く相互独立的自己の

特徴が弱いといわれてきた。しかし，近年の

研究では，このような二分法は批判され，相

互独立的自己と関連する自律性と，相互協調

的自己と関連する他者との関係性は，対極に

おかれるものではなく，別個の次元として考

えられるべきであるというモデルが提案され

ている。このモデルでは，自律性と他者との

関係性がともに高い「自律的－関係的自己」

という自己のあり方が想定されている。相互

協調的自己を特徴的に示していた社会が，都

市化と経済的発展をすることに伴い，人々は，

世代間での物質的な相互依存性はなくなるも

のの心理的な相互依存性は継続し，自律的－

関係的自己示すと考えられている（Kagit-

cibasi，２００５）。

相互協調的自己，相互独立的自己の特徴に

関する項目が高い負荷を示す自律性関係性重

視の社会化目標の因子が本研究で抽出された

ことは，日本の母親は，二分法的に相互協調

的と特徴付けられるような社会化目標を子ど

もに対して強く持つのではなく，自律性と関

係性をともに併せ持つ自律的－関係的自己と

特徴付けられるような社会化目標を子どもに

対して持っていることが示唆される。しかし

ながら，そのように結論づける前に，方法論

的な検討をする必要があると考えられる。と

いうのは，社会化の目標で抽出されたそれぞ

れの因子に負荷の高い項目は，質問順が連続

しているものが多い傾向があったからである。

このことは，因子の抽出に質問順が影響して

いる可能性を残していることを示している。

質問順を複数パターン準備して質問順の効果

を減少させる形で再度調査を実施し，日本の

母親が子どもに対して持つ社会化の目標を検

討し直す必要がある。

以上のような問題点はあるものの，自律性

関係性重視の社会化目標から共感的ことばか

け志向に対して正のパスが見られたことは，

日本の母親の子どもに対することばかけにつ

いての信念は，文化心理学で議論されている

自己のあり方の特徴に基礎付けられた一般的

な子ども観と関係付けることができることを

示している。

絵本の読み聞かせ方と母親の信念との関連性

絵本の読み聞かせ方に関しては，対話的読

み聞かせの因子と受容的読み聞かせの因子が

抽出された。対話的読み聞かせの因子は，日

本の公共図書館のパンフレットよりもアメリ

カの公共図書館のパンフレットで絵本の読み

聞かせ方として勧める傾向が強いものである

（村瀬，２００４）。この読み聞かせ方は，語彙獲

得に対して正の効果をもたらすとされる読み

聞 か せ 方 で あ り（Arnold & White-

hurst，１９９４），日本の母親よりもアメリカの母

親においてより顕著な読み聞かせ方である

（Murase et al.,２００５）。一方，受容的読み聞か

せの因子は，アメリカの公共図書館のパンフ

レットよりも日本の公共図書館のパンフレッ

トでより強調されていた「子どもと楽しい時

間を過ごすようにしている」という項目が高

く負荷しているが，他の二項目は必ずしも日

米間での差異として挙げられているものでは

ない。受容的読み聞かせ方が米国の親子に比

べて日本の親子で顕著なものであるかどうか

は，比較データがないので検討できないが，

本研究で，対話的読み聞かせの因子に高く負

荷した項目よりも受容的読み聞かせに高く負

荷した項目により高い肯定度を示したことか

ら，日本の母親は，相対的に対話的読み聞か

せ方よりは受容的読み聞かせ方をしていると

言える。

絵本の読み聞かせ方および育児語の使用と信念との関連性
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絵本の読み聞かせについての信念に関して

は，情緒的機能重視の因子と実用的機能重視

の因子が抽出された。これは，幼児を持つ母

親を対象とした秋田・無藤（１９９６）と同様の

結果である。また，情緒的機能重視の因子に

負荷量の高い，親子でふれあいの時間が持て

る，想像力が豊かになるといった項目に対す

る肯定の度合いが高い。これも，幼児を持つ

母親を対象とした秋田・無藤（１９９６）と同様

の結果である。また，この二項目は，日本の

公共図書館で養育者に対して読み聞かせの機

能として強調されているもの（村瀬，２００４）

と一致する。以上のことから，日本の子ども

を取り巻く成人においては，母親であれ専門

機関であれ，乳児期から幼児期まで一貫して

読み聞かせに関して情緒的な機能を重視して

いると言えるだろう。

絵本の読み聞かせ方と母親の信念の関係に

ついては，読み聞かせに対して情緒的機能を

重視する信念からは，対話的読み聞かせにつ

いても受容的読み聞かせについても，有意な

関係性が示されなかった。しかし，子どもに

対することばかけについての信念における共

感的ことばかけ志向からは，対話的読み聞か

せに対しても受容的読み聞かせに対しても正

のパスが得られた。また，共感的ことばかけ

志向は，絵本の読み聞かせに関する信念にお

ける情緒的機能重視にも実用的機能重視にも

正の相関を示している。したがって，共感的

なことばかけをするという志向性は，１歳半頃

の子どもに対する絵本の読み聞かせの効用に

ついて全体として肯定的な信念を抱かせ，ま

た，１歳半頃の子どもに対して，母親に対話的

にも受容的にも絵本の読み聞かせを行わせる

促進要因となっていると考えられる。

受容的読み聞かせとともに，対話的読み聞

かせに対しても，共感的ことばかけ志向から

正のパスが示されたことは注目するべき結果

である。従来の研究で，共感的ことばかけ志

向は，日本の母親において特徴的なことばか

けについての信念であり，対話的読み聞かせ

はアメリカの親子や専門機関に特徴的に見ら

れる読み聞かせ方であるとされているからで

ある。相互協調的，相互独立的という二分法

的な文化観で日本の母親の持つ信念と言語行

動を考えようとした場合，このような結果が

得られることは想定しにくい。このような結

果が見られたことは，先述のように，日本の

母親が自律的－関係的自己と特徴付けられる

自己のあり方を特徴的に持つことの表れなの

だろうか，あるいは，自律性や関係性という

文脈で捉えるよりも，共感的ことばかけ志向

を強く持つことが，絵本の読み聞かせを全体

的に強く肯定させていると考えるべきなので

あろうか。本研究のデータからは結論めいた

ことは言えないが，共感的ことばかけ志向は

日本の母親の言語行動を規定する重要な要因

であり，これをキー概念として様々な言語行

動を説明することができるのではないだろう

か。

共分散構造分析の結果，読み聞かせについ

ての実用的機能重視からは，受容的読み聞か

せに対して有意な負のパスが見られた。実用

的機能重視も，共感的ことばかけ志向と正の

相関関係を示しているのだが，他の信念が統

制された場合，このように受容的読み聞かせ

と負の関係を示すといえる。また，読み聞か

せの実用的機能重視へは，達成志向の子ども

像から有意な正のパスが見られている。これ

らのことから，子どもに対して達成を志向し

た社会化目標を抱いている母親は，読み聞か

せに関しても実用的な機能を重視しており，

その読み聞かせ方は，受容的読み聞かせ方に

はなりにくいと言える。

村 瀬 俊 樹
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育児語の使用と絵本の読み聞かせ方

動作名について擬音語擬態語または音韻反

復の育児語を使用する傾向は，対話的読み聞

かせとは有意な相関を示さず，受容的読み聞

かせと正の相関を示した。本研究は，育児語

の使用や絵本の読み聞かせ方など母親の言語

行動と母親の持つ信念の関係を明らかにする

ことを主たる目的としているが，母親の言語

行動間の関係を明らかにすることによっても，

母親がそれぞれの言語行動をなぜとるのかを

明らかにすることができると考えられる。今

後，他の行動との関連性をさらに明らかにす

ることによって，母親がそれぞれの行動をと

る意味を検討することができるであろう。

今後の課題

本研究は，育児語の使用についても，絵本

の読み聞かせ方についても，養育者への質問

紙に対する反応を分析したものである。つま

り，養育者の自分の行動に対する認知を測定

したものであり，実際の養育者の言語行動を

測定したものではない。養育者の自分の行動

についての認知と実際の行動は食い違いを見

せる可能性があるため，今後，養育者の実際

の言語行動と養育者の信念との関係を調べる

必要がある。

このような限界はあるが，本研究は，母親

が育児語を使用したり，特定の絵本の読み聞

かせ方をするのがなぜであるのかということ

を，母親の持つ信念との関係によって明らか

にした。今後，質問項目の改定をした上での

再調査，行動指標と信念との関連を検討する

研究によって，本研究で示された結果をさら

に確かめていくことが必要である。

付 記
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